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発明の名称　融雪電線
登 録 番 号　特許第3428843号

本発明は、交流が送電される架空電線周囲に発生す
る交番磁界により、架空電線に巻付けた磁性線を発熱
させて架空電線上の着雪等を溶かす融雪電線に関する
ものです。冬期低潮流時の磁性線の発熱量が大きいた
め、その巻付量を少なくでき、現用の鉄塔を補強しな
いでそのまま適用でき、送電量が多いときは過度に発
熱しない融雪電線を提供することを目的としていま
す。

発明の概要
本発明の融雪電線は、架空電線の外周に磁性線が螺
旋状に巻付けられたもので、その磁性線が、Alを
0.1wt％超え、0.9wt％以下、Siを0.1wt％超え、
0.9wt％以下、Cを 0.02wt％以下、Oを0.01wt％以
下含有し、残部がFeと不可避的不純物からなり、表面
に10～120 μmのAl、Al合金、Zn、又はZn合金が被覆
されていることを特徴とするものです。

第1図　横断面図

第2図　側面図
符号の説明
1：Al被覆層、2：鋼線、3：鋼心、
4：断面扇形の特別耐熱アルミ合金線、
5：架空電線、6：磁性線、7：Zn被覆層


